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湯梨浜中学校駅伝部の人たちは、明日に迫った中部駅伝に向け、夏休み中からずっ

と練習に励んできました。練習を始めた頃と比べると、みんな本当にたくましくなり、

タイムもかなり縮まってきました。何事であっても一生懸命に取り組む人たちは、精

神的にも、体力的にも成長するのだということを改めて感じました。そんな駅伝部の

仲間たちの活躍を、全校生徒、保護者、教職員の「チーム湯梨浜」全員で応援しまし

ょう。

明日の大会に出場するメンバーには、一緒に辛い練

習に耐えてきた駅伝部の仲間のために、学校や家で駅

伝部の活躍を期待して声援を送る「チーム湯梨浜」の

仲間（友だち、保護者）のために、そして何より、自

分自身のために全力で力を発揮してきてもらいたいと

思います。そんなみなさんに、ある陸上選手の言葉を

紹介します。「何度も何度もくじけそうになった。も

う無理だとあきらめたくなった。あの時もあとから何

度も何度も後悔した。もう少し足が動いていたら…。

もう少し速かった

ら…。今頑張らな

いとまた後悔して

しまう。同じ事を

繰り返すのはもう

嫌なんだ。苦しいのは一瞬、でも喜びは一生。」

「駅伝には、『タスキを渡す』という目には見え

ない魔法の力が宿っている。自分の力などたかが

しれている。でも、この魔法の力を信じるものは

途方もない力を発揮することがある。」

明日の中部駅伝、自分の力を信じて、 ホームページで日々の学校生活の様

仲間の力を信じて、しっかりとタス 子を紹介しています。

キをつないできてください。 https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/

昨日の中間テストの５時間目、試験
監督職員の配置ミスのため、試験問題
の配付が数分間遅れるということがあ
りました。テスト時間は延長して対応
しましたが、子どもたちの中には動揺
したままテストを開始した生徒がいた
のではないかと思います。申し訳あり
ませんでした。今後このようなことが
ないよう、チェック体制を確認し対応
していきたいと思います。


